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【目的】 

タッチングは，他者とのコミュニケーションツールの一つである。タッチングには，人

を癒す効果があるといわれ，さまざまな様式で用いられている。特に医療分野においては，

対象者との接触は欠かせない。正の効果にしろ，負の効果にしろ，医療現場で行われてい

る接触の影響についての解明により，医療の治療に大きく貢献するものと考えられる。  

第 2 次大戦前と比較し，現在の日本では寿命が大幅に伸長している。戦後の日本人の寿

命伸長に貢献した一つの要因として，医療機器技術の向上・発展が挙げられている（堀内  

2010）。一方で，様々な医療機器が看護現場に導入されたことにより，看護師が直接患者に

触れるが減少しているという報告や（今野 2011），テクノロジーに依存した看護形態によ

って，手で脈拍や検温を行うことがなくなり，いわゆる「手を使わない看護」が行われる

ようになってきたという報告がなされている（川島  2009）。また，現在の看護業務体制に

おいて，患者ひとり一人に与えられる時間は非常に限られており，看護師が患者にタッチ

ングを行う心理的，時間的余裕がないことが推測される。先行研究に基づく患者へのタ

ッチングの所要時間は，10～20 分と看護師にとってかなり長い時間を要するものとな

っている（米山・八塚 2009; 登喜・深井 2014）。 

そこで本研究では，看護業務ですでに行われることが多い，皮膚への保湿剤の塗布効果

に注目した。高齢者に対する皮膚保湿に関する文献検討では，保湿部位として下肢の 5 割

が主であり，高齢者の保湿は，下肢のドライスキン改善を主として進められていると報告

されている（山本・林 2017）。従って，看護業務の一環として，保湿剤の塗布をしなが

ら，看護師が効果的なタッチングを行うことができれば，看護業務の中で無理なく患

者に触れることができると考えられる。 

皮膚と感情あるいはストレスとは相互関係にあることがわかっており，これまでにこれ

らの関連した報告は多数にわたっている。川上（2000）は，心理的ストレスにより皮膚疾

患が生じ，その治療に心理療法が有効であり，皮膚科領域でも皮膚疾患に対して心身医学

的アプローチが普及し，その成功を収めていることを報告している。また，姫野ら（2004）

は，高齢者の転倒予防に向けた転倒経験および立位バランスの調査を実施し，足部の形態

のうち形の異常は 4 割，皮膚や爪部の異常は 7 割以上に観察されたことを述べ，特に皮膚

の異常には，角質化・乾燥の割合が圧倒的に多かったことを報告した。このことは，皮膚

の状態，特に皮膚の乾燥が転倒や立位バランスに影響を与えている可能性を示している。  

よって，皮膚水分量の保湿機能が失われることは，立位バランスにも悪影響を及ぼすこ

とが推測され，皮膚と感情は相互に関連しあっていると考えることができる。平尾（2002）

は，脂性肌は乾燥肌に比べて感覚閾値が低い傾向にあることを明らかにしており，山

本（2014）は，皮膚に潤いを与えることで，ストレスを低下させるだけでなく，感覚

情報を伝達する機能を向上させる可能性を示している。以上のことから，タッチング

による保湿効果を促すことは，ストレスと関連して悪化した皮膚の状態への効果的な

アプローチとして期待でき，皮膚の感覚閾値を下げるという身体的側面や，皮膚に保

湿ケアすることで，心理的な効果も期待できると考えられる。   
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【方法】 

本研究では，10 名の男女健常者を被験者とし，看護業務にある下腿部への保湿剤の塗布

（以下，スキンケア）が与える影響について検証した。介入時間としては，看護業務を想

定し，2 分間に設定した。アウトカム指標としては，脳活動，心拍数，足の踏みしめ感覚

（VAS），重心動揺計，TDMS‐test を用いた。 

VAS・重心動揺・TDMS は，安静前・安静後・スキンケア後に実施し，その結果を 3 群

比較として，一元配置の分散分析を行った。多重比較には，Holm 法を実施した。 

HOT-1000 から得られる脳活動と心拍数は，各々の比較をするために，安静前からスキ

ンケア後まで連続的に測定した。データは，安静中・安静後・スキンケア中・スキンケア

後の各々2 分間の平均値を代表値とした。安静中・安静後・スキンケア中・スキンケア後

から得られたデータより，繰り返しのある 2 要因分散分析を行った。主効果と交互作用を

行い，主効果が認められた場合には，多重比較による Holm 法を実施した。 

 

【結果及び考察】 

本研究の介入方法によって，アウトカム指標に次に述べるさまざまな正の効果をもたら

した。身体感覚としては，スキンケアした側に足の踏みしめ感が向上すること，重心が乗

りやすくなることが明らかとなった。本研究で用いたスキンケア介入は，単に皮膚の保湿

感を高めるだけでなく，身体感覚に正の効果をもたらし，高齢者の転倒予防に発展する可

能性があると考えられた。  

自律神経系としては，スキンケア後に心拍数の低下が認められた。先行研究によると，

連続的な臥位姿勢では，心拍数の有意差は認められなかった（井上ら 2002）。従って，本

研究で実施した長座位という姿勢が直接心拍数に影響を与えたのではなく，スキンケアの

影響によるものだと考えられた。脳活動においては，有意差は認められなかったものの，

ベースラインに比べ，スキンケア介入の方が肯定的な結果を示した。本研究は，ストレス

を指標としたアウトカムは実施していないものの，これらの結果は，スキンケア介入によ

って，多くの対象者に癒しとリラクゼーションをもたらす可能性があると考えられる。  

TDMS に関しては，有意差を認めなかった。本研究のスキンケア介入が 2 分間と短く，

刺激量としては弱かったことから，意識に上る程のレベルにまで到達しなかったと考えら

れる。 

以上のことから，看護業務で位置づけられている下肢へのスキンケアは，単なる保湿高

めるだけでなく，身体と心の両面に働きかけたことが裏付けられた。本研究で得られた知

見は，対象者の心のケアのみならず，身体感覚の効果をもたらしたことから，リハビリテ

ーションの一環としても大変意義のあるものと考えられた。 
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